
図１  地震波の解析によって推定した地震波伝播経路上の地震波速

度異方性の強さ

図中の直線は、解析に使用した地震の震源（ ━━の先端）から地震

観測点（▼）へ地震波が伝播した経路を示しています。直線の色は、

それぞれの地震波伝播経路上での異方性強度を示しています。異方

性強度は、伝播方向の違いによる地震波速度の差が平均的な地震波

速度に対して何パーセントであるかを表しています。

　地層処分システムが長期的に安全機能を発揮するためには、地下水の流動や水質などが好ましい状態で維持される

ことが重要となります。このような地下水の特性を大きく変化させる原因の一つとして、マントルから地殻を通って

上昇した流体の混入が考えられています。しかし、数千mよりも深い場所の様子をボーリング調査によって直接知る

ことはできません。

　本研究では、岩盤中に発達した割れ目帯が流体の通り道となっているのではないかと考え、その場所を知る手がか

りとして、地震波速度の異方性（地震波が伝わる方向による地震波速度の違い）に着目しました。異方性の強さは、

割れ目の密度などによって変化することが知られており、地震波の解析によって地下十数kmまでの様子を調べるこ

とができます。

　九州地方を事例として解析した結果、強い異方性が火山周辺の一部で見られました。この強い異方性は、火山性流

体の通り道の存在を示している可能性があると考えられます。

　近年、流体の上昇と地震発生との関係性が注目されています。流体は断層を滑りやすくするはたらきがあるため、

地震を引き起こす原因の一つではないかと考えられています。強い異方性が流体の通り道の証拠であることを示すに

はさらに詳細な推定事例を示すことなどが必要ですが、本研究は、地層処分のみならず地震防災にも貢献できる可能

性があります。
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